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熊本県立大学の半導体関連人材育成強化について

熊本県での半導体人材育成の必要性（検討の背景、経緯）

熊本県へのTSMCの進出、多くの半導体関連企業の立地

半導体人材の不足

１

今後の検討内容、検討体制

教育研究に係る方針、学生数、組織・人員、施設 等

熊本県立大学内に検討委員会を設置

委員長：堤 裕昭 学長、委員：各学部長、関係課長 等
5月23日(金) 準備会議開催、設置決定
6月2日(月) 第1回検討委員会開催

２

検討スケジュール（予定）

令和7年（2025年）秋までに方向性を検討し、あらためて発表

３

人材供給の強化が求められている



スローガン：地域に生き、世界に伸びる

【学部構成】

熊本県立大学 概要

文学部 日本語日本文学科

英語英米文学科※

環境共生学部 環境共生学科

食育推進室

― 環境資源学専攻
― 居住環境学専攻
― 食健康環境学専攻

総合管理学部 総合管理学科

― 公共専攻
― ビジネス専攻
― 情報専攻

【大学院構成】

文学研究科 日本語日本文学専攻

英語英米文学専攻

環境共生学研究科 環境共生学専攻

アドミニストレーション研究科 アドミニストレーション専攻

定員：360名

定員：440名

定員：1,120名

４：６

【数字で見る熊本県立大学】（R7年度）

56.3％78.0％

男女比 県内出身者割合
(R7入)

県内就職率
(R7卒)

2,114人

学生数
（学部）

※R8年度から「グローバル・スタディーズ学科」へ
改組予定（届出中）


